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1 は じ め に

山形県庄内地方では、イチゴの高設ベンチ栽培で使用

されている培地は市llk培地のため高単価である。そこで、

培地の低コス ト化を図るため、簡単に調達できる材料で

調合した培地を、庄内農業改良普及センターが中心とな

り地元堆肥メーカーと協力して作成し、その適応性を検

討した。

2試 験 方 法

(1)供試培地と組成
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(2試験方法

1)2002年度

供試品種は「章姫」。

高設ベンチはプラスチック製 (Y社製 PSK 30011で 、9

月 ll日 に定植、培地量は 31/株。給液 ECは 1 0ds/m

で管理。最低夜温は 10℃で加温し、10月 30日 ～3月

末日までに電照による 14時間日長処理。

栽植距離は、間口72mに高設ベッド5本設置 (うね

幅 1 44ml、 条間 015m、 株間 02m、 2条植え 694株

/a)。 1区 12株単区制。

,2003年度

供試品種は「紅ほつぺ」。

7月 1日 ～23Hまでエアコンによる夜冷処理 (15℃ 設

定で、16:30～ 翌朝 8:30ま で 998%遮光する資材で8

時間日長)。 7月 23日 に花芽分化を顕微鏡下で確認し、

7月 24日 に定植。給液 0 8ds/m(窒 素濃度約 60ppmlで

最低夜温 10℃で加温し、10月 30日 から電照による日

長処理 (12月 7日 までは 14時間、12月 8日 ～3月 末日ま

では 135時間)。

栽植距離、試験区は 2002年度と同様。

3 試験結果及び考察

(1)pHと EC

作成した培地Aの pHは 目標 60～ 69よ りやや低か

った。また、2年 目では培地Aの ECは慣行のパーク等混

合培地よりやや高い傾向であつた (表 1・ 表 21。

02002年度
5月 12日 までの商品収量は、培地Aが最も高く、培地

Bは慣行のパーク等混合培地と同程度であつた。また、

やしがらは最も低かった。なお、各区とも低いレベルで

あった。これは、給液濃度を約 1 0dS/mと 高く管理した

ことが影響していると考えられた (表 )。

13)2003年 度

2002年度の収量が低かつたため、給液 ECを約 0 8ds/m

とし、夜冷短日処理を実施して、定植を早めた。

収穫開始日は各培地とも同等であつたが、平均収穫日

はやしがらが最も遅かった。年内の商品収量は、培地A

が最も高く、次いでバーク等混合培地、培地 Bであつた

(表 0。

果実品質は、培地A・ 培地 B・ バーク等混合培地では

差はなかつた (表 51。

培地 A・ 培地 Bと も排液 ECがやや高めであった。これ

は、培地組成にバーク堆肥を 30%含有するためと考えら

れた (表 0。

4 まとめ

(1)容量比「バーク堆肥 00"・ ピートモス
130%)や しがら

(15%)も みがら (15%)・ バーミキュライ ト15%)ノ 一ヽライ

トG%)Jの 培地Aは、慣行で使用されている市販培地と

比較すると収量・品質は優れる。

12)培地Aは商品名「b」 で平成 16年春に発売され、 a

当たり培地費用は約 39,000円 となり、従来の市販培地よ

り約 50%の コストダウンが図られた。
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年内収量(12/16ま で) 総収量(5/12まで)
区 名 定植日 収穫開始 1ま罪

商品果平

均果重(g)° a当たり総
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重 5果実品質 2003年 1区8株平均
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2)藤原 果実硬度計KM l(針 頭 :円筒形、3mm径、10
mm高 )で測定。

3)極良 :4、 良 :3、 やや不良 :2、 不良 :1として計算。

表6相圏"及て1排液

pH             74    76     76    75      70     71     78    70

EC(ds/m)     088  100   088  094    068   084   068  069
NH4-N(ppm)   04   04    03   03     04    04    04   03
N03-N(ppm)   75   69    76   75     54    64   51   27
Cl(ppm)     39   73    35   66    35   63   32   53
P04(ppm) 31    21     26    19 8    7    13    2
S04(ppm)     100  186     92   184     91    199    93   174
Ca(mg/7κ)    56   79    65   87    42   152   30   20
Mメ mg/`χ)   28  38   29  40    24   37   23  29

2)排液率・pH・ ECは 1週間毎調査。その他の項目は2週間毎調査。
3)2003年 8月 19日～11月 25日調査の平均値

注 :1)ATAGO PR 101で厠隈雲

Mメ mg/`χ )
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